
 

 

 

 

24 年入試で国公立大 40 校が地方試験場を設置！
信州大‐繊維(前期)、大阪府立大‐工学域(中期)が名古屋会場を新設！

旺文社 教育情報センター 平成 23 年 12 月 
 

◆秋田大‐教育文化(前期)も東京に進出 

大学が自校キャンパスの所在地以外の都市にも試験場を設ける「学外試験会場（地方試験場）」

は、遠隔地の受験生にとって地元で受験できるため、心理的にも経済的にも心強い制度だ。 

平成 24 年入試では私立大の約 71％（一般入試。新設予定を含む）が設置しているが、国公立

大でも 40 大学（国立 18 大学・公立 22 大学）が、一般入試の個別試験（2 次）で学外試験会場

を設ける。大学数では、全国公立大学（161 校：24 年 4 月から私立→公立に移行する鳥取環境大

を除く）の約 25％を占める。信州大‐繊維が前期で、大阪府立大‐工学域が中期で名古屋会場

を新設。岩手大‐工も、前期に続き後期でも名古屋会場を設けることになった。また、秋田大‐

教育文化が前期で東京会場を新設（既に工学資源は設置）、宮崎公立大‐人文も前期で鹿児島会

場を増設する。一方、香川大‐経済では学外試験会場(兵庫県西宮市)を廃止。また、青森公立大

(青森市)では八戸会場を、名桜大(沖縄県名護市)でも２会場(宮古・八重山)を廃止する。 

設置状況を都市別（周辺都市への設置も含む）にみると、東京が 18 大学と最も多く、次いで

名古屋(16 大学)、大阪(13 大学)……と続く。 

 

◆名古屋に工学系、首都圏に教員養成系が進出する理由 

【工学系】近年は、おもに地方国公立大の、しかも工学系学部が競って名古屋に会場を設ける傾

向が目立つ。名古屋に進出する理由としては、おもに次の２点が考えられる。 

①東日本大震災や超円高などの影響を受けているとはいえ、東海地区は自動車産業を中心に日本

の「ものづくり」の中心拠点であることに変わりはない。このため、入学者がＵターン就職す

る時に、良好な就職率が期待できる。 

②東海地区(特に愛知県)の受験生は地元志向が強いが、同時に国公立大志向も強い。このため、

国公立大(特に工学系)に関しては、学外試験場を活用し、全国に進出する傾向がみられる。 

 

24 年度は、大学として初めて学外試験会場を設ける大阪府立大‐工学域が注目される。地方

ではなく大都市圏（京阪神）からの、しかも京都大・大阪大との併願が多い“準難関”クラスの

学部（24 年度から組織改編で「学域」）が参入するからだ。 

「中期日程」という特殊性から多くの志願者を集める可能性がある一方、２次が理科２科目（物

理・化学必須）のため、名古屋工業大をはじめ「２次では理科１科目」が主流の東海地区にあっ

て、併願先は事実上、名古屋大‐理・工の前期（２次が理科２科目）に絞られる。大阪府立大の

入試担当者も、今回の目的を「名古屋大志願者を中心とした質の高い入学者の確保」と語る。ま

た、「今年度の全学的な組織改編（７学部 28 学科→４学域 13 学類）にあたり、学外試験会場を

設けることで、関西以外の地区でも知名度を高めたい」とも。 

 

【教員養成系】もうひとつの傾向として、首都圏に試験会場を設ける教員養成系学部が出てきて

いる。秋田大‐教育文化をはじめ、長崎大‐教育、宮崎大‐教育文化と、いずれも教員採用率が

比較的低い各県に所在する。団塊世代の退職増で教員採用率が高い首都圏からの入学者を受け入

れることで、学部として教員採用数の増加が期待でき、地元出身者への刺激にもなる。これら教

員養成系学部の学外試験場設置には、学部の存在意義（入学者の資質を伸ばし、教員適格者とし

て育成し、しかもどれだけ教員として就職させることができるか）を賭けた切実さも見て取れる。 

＊     ＊     ＊     ＊     ＊ 

各大学の会場設置状況を次ページの表にまとめたので参考にしてほしい。詳細は募集要項で確

認のこと。表中の☆は 24年新設会場を、●◎は既設の会場を、×は廃止する会場を示す。 
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●平成24年国公立大一般入試  学外試験会場一覧 （注）☆＝24年度の新設会場　×＝廃止
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北海道教育大 教育※ 前期 ◎ ●

※＝岩見沢校、札幌校‐養護教
育専攻、旭川校‐芸術･保健体育
教育専攻を除く　◎＝志望校地
以外に、他の校地（札幌校・旭川
校・釧路校・函館校）でも受験可

小樽商科大 商<昼・夜> 前期 ●
室蘭工業大 工<昼・夜> 前期 ● ● ● 所在地＝北海道室蘭市

北見工業大 工 後期 ● 所在地＝北海道北見市

人文、理工、農学生命科学、
医（保健）

前期 ◎ ●

教育※ 前期 ◎ ●

人文社会科学、農 前期 ●
工 前期 ● ●
人文社会科学 後期 ●
工 後期 ● ☆
工学資源 前期 ● ●
教育文化 前期 ☆
工<昼・ﾌﾚｯｸｽ> 前期 ● ●

農 前期 ◎
所在地＝山形県鶴岡市　◎＝自
校キャンパス

群馬大 工<昼> 前期 ●
富山大 理、工 前期 ●
福井大 工 前期 ●
山梨大 工 前期 ●

経済、人文 前期 ● ◎ ◎＝大阪府高槻市

繊維 前期 ☆
山口大 工 前期 ◎ ◎＝大阪府豊中市

工、農 前期 ◎ ◎＝兵庫県西宮市

経済 前期 ×

長崎大 教育※ 前期 ●
※＝小学校教育・幼稚園・特別
支援教育の各コースのみ

教育文化※ 前期 ●
※＝中学音楽・美術・保健体育、
特別支援教育の各コース・専攻を
除く

農 前期 ●
工、農、共同獣医、水産 前期 ●
水産 後期 ●

名寄市立大 保健福祉 前期 ● 所在地＝北海道名寄市

釧路公立大 経済 中期 ● ● ● ●
公立はこだて未来大 システム情報科学 前期 ● ● ●
青森公立大 経営経済 前期 × ● 所在地＝青森市

国際教養大 国際教養 ＊ ● ● ● ● ● ● ＊別日程（Ａ・Ｂ・Ｃ日程）

前期 ● ● ●
後期 ● ● ●

会津大 コンピュータ理工 前期 ●
経済、地域政策 前期 ● ● ● ● ● ● ● ●
経済 中期 ● ● ● ● ● ● ● ●
地域政策 後期 ● ● ● ● ● ● ●

前橋工科大 工 前期 ● ● ●
国際地域 ＊ ● ＊別日程（Ａ・Ｂ日程）

人間生活(健康栄養) ＊ ● ＊別日程（Ｂ日程）

富山県立大 工 前期 ●
前期 ● ● ● ● ●
後期 ● ● ● ● ●

都留文科大 文 中期 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
大阪府立大 工学域 中期 ☆

理 中期 ● ●
所在地＝兵庫県上郡町、本試験
場＝兵庫県姫路市

工 前期 ● 所在地＝兵庫県姫路市

島根県立大 総合政策 前期 ●
前期 ●
後期 ●
前期 ● ●
中期 ● ● ● ● ●

高知工科大
システム工、環境理工、情
報、マネジメント

前期 ● ● ● ●

人間社会、看護 前期 ● ● ●
人間社会、看護 後期 ●

宮崎公立大 人文 前期 ● ☆
前期 ● ● ● ◎
後期 ◎

人間健康(スポーツ健康) 後期 ●

所在地＝福岡県田川市

所在地＝広島県庄原市

国
立

大　学 学　部　等
設
置

弘前大

岩手大

宮崎大

山形大

鹿児島大

秋田大

下関市立大 経済

学外試験会場（原則として自校キャンパス以外）

備　考

※＝教育は音楽・美術・保健体育
の各専修と生涯教育課程（健康
生活・芸術文化）を除く　◎＝北
海道江別市

信州大

香川大

高崎経済大

日程

福井県立大

県立広島大

新潟県立大

名桜大
国際学群

所在地＝沖縄県名護市　◎＝本
島南部　宮古・八重山の2会場を
廃止

公
立

システム科学技術、生物資源
科学

経済、生物資源、海洋生物資
源、看護福祉

兵庫県立大

生命環境

福岡県立大

秋田県立大
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◆秋田大‐教育文化(前期)も東京に進出


大学が自校キャンパスの所在地以外の都市にも試験場を設ける「学外試験会場（地方試験場）」は、遠隔地の受験生にとって地元で受験できるため、心理的にも経済的にも心強い制度だ。

平成24年入試では私立大の約71％（一般入試。新設予定を含む）が設置しているが、国公立大でも40大学（国立18大学・公立22大学）が、一般入試の個別試験（2次）で学外試験会場を設ける。大学数では、全国公立大学（161校：24年4月から私立→公立に移行する鳥取環境大を除く）の約25％を占める。信州大‐繊維が前期で、大阪府立大‐工学域が中期で名古屋会場を新設。岩手大‐工も、前期に続き後期でも名古屋会場を設けることになった。また、秋田大‐教育文化が前期で東京会場を新設（既に工学資源は設置）、宮崎公立大‐人文も前期で鹿児島会場を増設する。一方、香川大‐経済では学外試験会場(兵庫県西宮市)を廃止。また、青森公立大(青森市)では八戸会場を、名桜大(沖縄県名護市)でも２会場(宮古・八重山)を廃止する。

設置状況を都市別（周辺都市への設置も含む）にみると、東京が18大学と最も多く、次いで名古屋(16大学)、大阪(13大学)……と続く。

◆名古屋に工学系、首都圏に教員養成系が進出する理由


【工学系】近年は、おもに地方国公立大の、しかも工学系学部が競って名古屋に会場を設ける傾向が目立つ。名古屋に進出する理由としては、おもに次の２点が考えられる。

①東日本大震災や超円高などの影響を受けているとはいえ、東海地区は自動車産業を中心に日本の「ものづくり」の中心拠点であることに変わりはない。このため、入学者がＵターン就職する時に、良好な就職率が期待できる。


②東海地区(特に愛知県)の受験生は地元志向が強いが、同時に国公立大志向も強い。このため、国公立大(特に工学系)に関しては、学外試験場を活用し、全国に進出する傾向がみられる。

24年度は、大学として初めて学外試験会場を設ける大阪府立大‐工学域が注目される。地方ではなく大都市圏（京阪神）からの、しかも京都大・大阪大との併願が多い“準難関”クラスの学部（24年度から組織改編で「学域」）が参入するからだ。

「中期日程」という特殊性から多くの志願者を集める可能性がある一方、２次が理科２科目（物理・化学必須）のため、名古屋工業大をはじめ「２次では理科１科目」が主流の東海地区にあって、併願先は事実上、名古屋大‐理・工の前期（２次が理科２科目）に絞られる。大阪府立大の入試担当者も、今回の目的を「名古屋大志願者を中心とした質の高い入学者の確保」と語る。また、「今年度の全学的な組織改編（７学部28学科→４学域13学類）にあたり、学外試験会場を設けることで、関西以外の地区でも知名度を高めたい」とも。

【教員養成系】もうひとつの傾向として、首都圏に試験会場を設ける教員養成系学部が出てきている。秋田大‐教育文化をはじめ、長崎大‐教育、宮崎大‐教育文化と、いずれも教員採用率が比較的低い各県に所在する。団塊世代の退職増で教員採用率が高い首都圏からの入学者を受け入れることで、学部として教員採用数の増加が期待でき、地元出身者への刺激にもなる。これら教員養成系学部の学外試験場設置には、学部の存在意義（入学者の資質を伸ばし、教員適格者として育成し、しかもどれだけ教員として就職させることができるか）を賭けた切実さも見て取れる。

＊　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊

各大学の会場設置状況を次ページの表にまとめたので参考にしてほしい。詳細は募集要項で確認のこと。表中の☆は24年新設会場を、●◎は既設の会場を、×は廃止する会場を示す。
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北海道教育大


教育※


前期


◎


●


※＝岩見沢校、札幌校‐養護教


育専攻、旭川校‐芸術･保健体育k


教育専攻を除く　◎＝志望校地


以外に、他の校地（札幌校・旭川


校・釧路校・函館校）でも受験可


小樽商科大


商<昼・夜>


前期


●


室蘭工業大


工<昼・夜>


前期


●


●


●


所在地＝北海道室蘭市


北見工業大


工


後期


●


所在地＝北海道北見市


人文、理工、農学生命科学、


医（保健）


前期


◎


●


教育※


前期


◎


●


人文社会科学、農


前期


●


工


前期


●


●


人文社会科学


後期


●


工


後期


●


☆


工学資源


前期


●


●


教育文化


前期


☆


工<昼・ﾌﾚｯｸｽ>A


前期


●


●


農


前期


◎


所在地＝山形県鶴岡市　◎＝自


校キャンパス


群馬大


工<昼>


前期


●


富山大


理、工


前期


●


福井大


工


前期


●


山梨大


工


前期


●


経済、人文


前期


●


◎


◎＝大阪府高槻市


繊維


前期


☆


山口大


工


前期


◎


◎＝大阪府豊中市


工、農


前期


◎


◎＝兵庫県西宮市


経済


前期


×


長崎大


教育※


前期


●


※＝小学校教育・幼稚園・特別


支援教育の各コースのみ


教育文化※


前期


●


※＝中学音楽・美術・保健体育、


特別支援教育の各コース・専攻を


除く


農


前期


●


工、農、共同獣医、水産


前期


●


水産


後期


●


名寄市立大


保健福祉


前期


●


所在地＝北海道名寄市


釧路公立大


経済


中期


●


●


●


●


公立はこだて未来大


システム情報科学


前期


●


●


●


青森公立大


経営経済


前期


×


●


所在地＝青森市


国際教養大


国際教養


＊


●


●


●


●


●


●


＊別日程（Ａ・Ｂ・Ｃ日程）


前期


●


●


●


後期


●


●


●


会津大


コンピュータ理工


前期


●


経済、地域政策


前期


●


●


●


●


●


●


●


●


経済


中期


●


●


●


●


●


●


●


●


地域政策


後期


●


●


●


●


●


●


●


前橋工科大


工


前期


●


●


●


国際地域


＊


●


＊別日程（Ａ・Ｂ日程）


人間生活(健康栄養)


＊


●


＊別日程（Ｂ日程）


富山県立大


工


前期


●


前期


●


●


●


●


●


後期


●


●


●


●


●


都留文科大


文


中期


●


●


●


●


●


●


●


●


●


●


●


大阪府立大


工学域


中期


☆


理


中期


●


●


所在地＝兵庫県上郡町、本試験


場＝兵庫県姫路市


工


前期


●


所在地＝兵庫県姫路市


島根県立大


総合政策


前期


●


前期


●


後期


●


前期


●


●


中期


●


●


●


●


●


高知工科大


システム工、環境理工、情


報、マネジメント


前期


●


●


●


●


人間社会、看護


前期


●


●


●


人間社会、看護


後期


●


宮崎公立大


人文


前期


●


☆


前期


●


●


●


◎


後期


◎


人間健康(スポーツ健康)


後期


●


所在地＝福岡県田川市




















所在地＝広島県庄原市








国


立


大　学


学　部　等


設


置


弘前大


岩手大


宮崎大


山形大


鹿児島大


秋田大


下関市立大


経済


学外試験会場（原則として自校キャンパス以外）


備　考


※＝教育は音楽・美術・保健体育


の各専修と生涯教育課程（健康


生活・芸術文化）を除く　◎＝北


海道江別市














信州大


香川大


高崎経済大


日程


福井県立大


県立広島大


新潟県立大


名桜大


国際学群


所在地＝沖縄県名護市　◎＝本


島南部　宮古・八重山の2会場をk


廃止


公


立


システム科学技術、生物資源


科学


経済、生物資源、海洋生物資


源、看護福祉


兵庫県立大


生命環境


福岡県立大


秋田県立大






24年入試で国公立大40校が地方試験場を設置！



信州大‐繊維(前期)、大阪府立大‐工学域(中期)が名古屋会場を新設！
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